
 
見えないものを信じる力 

 
                               校 長  萩 原 哲 哉 
 
一年の中で最も長い２学期が終了します。期間が長い分、学校行事・学年行事も多く行

われ、その度ごとに、保護者の皆様方には、物心両面から支えていただきました。改めて

御礼申し上げます。 

終業式では子どもたちに、「見えないものを信じる力」という趣旨の話をさせていただき

ました。サンタクロースの話題から、目に見えるものだけを信じるのではなく、見えない

もの（やさしさ、思いやり、子どもたちの未来、など）を信じることも、大切にしてほし

い、という内容です。詩人金子みすゞの詩「星とたんぽぽ」の一節、「昼のお星は目にみえ

ない / 見えないけれども あるんだよ / 見えないものでも あるんだよ」や、童話「星の

王子さま」に登場するキツネの言葉「心で見なくちゃ、物事はよく見えないってことさ。

かんじんなことは、目に見えないんだよ。」なども紹介しました。 

「想像力」と言ってもよいかも知れません。大人になる前の子どもたちには、柔軟な考

え方のできる、可能性に満ちた頭があります。学校の授業、毎日の登下校がしばし休みに

なる時期、毎日の生活の中では「見る」ことのできない物事に、少しでも多く出会ってほ

しいと思います。 

年の瀬を迎えるにあたり、今年一年を振り返ると、毎年のことながら、いろいろなこと、

さまざまな場面 ― よいことも、よくないことも ― に出遭い・出合えた年であったと、

改めて感じ入ります。プラスの思い出も、マイナスの記憶も、明日への糧として大切にし

ていきたいと思っています。 

新年、令和２年は「２０２０年」。オリンピック開催も相まって、いつもの年明け以上に、

新年に対する期待が大きいものになっています。オリンピックの成功、日本選手の活躍、

その後の日本の発展、・・・すべて現時点では「見えない」ものではありますが、時間が少

しだけゆっくり流れるこの年末年始に、楽しく心躍る夢を、たくさん見ていきたいと思い

っています。 

 

今年度いただきました御厚情に、心から感謝し、改 

めて御礼申し上げます。新年が皆様方にとって、さら 

に素晴らしい一年になるよう、心からお祈り申し上げ 

ます。どうぞよい御年をお迎えください。 

学校教育目標：よく学び  生きる力にあふれる子の育成 
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